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＜病棟連絡事項＞
・薬剤名が下記の通り変更となります。
ミルタザピンＯＤ錠15mg「トーワ」
　　⇒　ミルタザピン錠15mg「明治」
　　剤型が　丸から楕円　へと変わります。

・年末調整について
　年末調整の書類配布となっています。11/12（金）までに総務へ提出して下さい。
詳細はWiz掲示板を確認して下さい。

＜入室状況＞
【転出】
・出河　攻様～東A15→北307
・佐々木　誠行様～東C4→南C206


【入院】
・梅澤　昭策様～東C4
[bookmark: _GoBack]・小向　隆之様～東A15

＜患者様連絡事項＞
・中山　真由美様～IFオーダー嘔気時つくしAM散中止、嘔気時ナウゼリン、頭痛時ロキソプロフェンNa追加となる。

・高屋敷　長美様～採血結果より腎機能低下、糖尿病あり。今夕より腎臓病食をベース　　
　　　　　　　　　にカロリー・塩分・蛋白質を制限した食事内容で提供するとの事。

・大山　広美様～

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。開放時他室侵入等迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。奇声や自傷行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00開放観察実施。自分の要求が通らず、詰所の扉を叩く、蹴る等不穏・興奮見られることあり、10：15再拘束開始。午後より不穏さないため、開放観察再開している。以後不穏・興奮なく、落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～不機嫌さや衝動行為なく、対面時穏やか。自室にて臥床傾向。12:05本人希望にてロキソプロフェンNaとレボトミン服用している。

・大山　広美様～車椅子乗車しホールにて過ごしている。身体不調の訴え無く穏やか。

・高橋　琢二様～バイタルサイン異常無し。傾眠時に10秒程の無呼吸あり。一時的に酸素飽和度92%まで低下するが、呼吸再開と共に酸素飽和度上昇している。ケアへの拒否や抵抗は無い。

・佐野　奈央子様～「まだ落ち着かない感じあります」と話すも表情や口調は穏やかで不穏さなし。

＜田名部Dr.診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬アトモキセチン追加、ゾテピン50㎎→100㎎へ増量、クエチア
ピン200㎎→100㎎へ減量。

・谷地　寿梨様～臨時薬同内容で処方となる。

・岡本　将孝様～臨時薬オランザピン10→2.5mgへ減量、アモキサンカプセル追加、他同内容で処方となる。

・小笠原　久年様～臨時薬ラツーダ追加処方、他臨時薬同内容で処方となる。

・袴田　将志様～臨時薬同内容で処方となる。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で処方となる。

・太田　留美子様～臨時薬同内容で処方となる。本人から今週土曜日外出希望にて主治医より許可あり。

・野口　理恵子様～採血結果より肝障害、甲状腺ホルモン低下あり。甲状腺機能低下によるうつ症状や感情不穏が生じている可能性もある為、臨時薬チラージン追加、他同内容で処方となる。

・立花　圭様～臨時薬ゾテピン中止、ロドピン追加処方、他臨時薬同内容で処方となる。

・藤井　孝蔵様～臨時薬同内容で処方となる。

・中居　伊佐男様～診察拒否。

・大山　広美様～臨時薬アスパラカリウム追加処方となる。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で処方となる。

・佐野　奈央子様～臨時薬リスペリドン→アリピプラゾールへ変更、他臨時薬同内容で処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・斎藤　いさ子様～全身に発赤あり。デルモゾールDp軟膏処置。

・大友　富美子様～臀部発赤エキザルベ処置。

・野口　理恵子様～背部多毛性毛包炎　ナジフロクリーム処置。

・澤口　利香様～診察拒否

・右踵処置継続。右腕治癒

＜馬渡Dr.診察情報＞
・向山　節子様～臨時薬アムロジピン2.5→5mg、アリピプラゾール6→9mgへ増量、他同内容で処方となる。

・中村　栄作様～臨時薬同内容で処方となる。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬同内容で処方となる。退院に支援に関して、兄様と連絡取れない状況である為、今後キーパーソンを息子様へ変更していく事も検討していく。

・岩井　義雄様～臨時薬同内容で処方となる。

・寺地　啓喜様～臨時薬フルメジン2→3mgへ増量、他同内容で処方となる。

・丸尾　貴史様～臨時薬ビペリデン4→6mgへ増量、炭酸リチウム600→400mgへ減量、フルメジン追加、他同内容で処方となる。今後転院し電気痙攣療法行う事も検討していく。
・中　誠太郎様～臨時薬同内容で処方となる。

・鈴木　洋光様～臨時薬ブロマゼパム中止、他同内容で処方となる。

・日向端　猛様～臨時薬同内容で処方となる。

・寺澤　タカ様～臨時薬同内容で処方となる。

・大村　アイ様～臨時薬同内容で処方となる。

・宮本　京子様～臨時薬同内容で処方となる。

・類家　キン子様～臨時薬リスペリドン1→0.5mgへ減量、他同内容で処方となる。

・高屋敷　長美様～臨時薬同内容で処方となる。

・米田　敬子様～臨時薬同内容で処方となる。文字オーダーへ下痢時酸化マグネシウム除剤可の指示追加となる。

・松岡　利貴様～臨時薬ロラゼパム1→0.5mgへ減量となる。

・宮崎　宏之様～臨時薬リボトリール中止、他同内容で処方となる。

・盛　美鈴様～臨時薬ロラゼパム2→1mgへ減量、他同内容で処方となる。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年10月28日　11：57
　氏　　名：梅沢　昭策様
　生年月日：昭和12年1月1日　84歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr（サポート医：田名部Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　＜経過＞
　　現在妻と二人暮らしをしている。（長男は福島県在住、長女は八戸市内在住）
　　3年程前に長女より高齢者支援センターへ相談あり。毎日本人が飲酒して妻へ暴言を浴びせ、包丁を持ち出すこともあるとのことで、当時は湊病院を受診している。アルコール依存症の診断を受け、脳の萎縮も指摘された。3回程度通院はしたが、受診前にだけ飲酒を控え、飲酒は自身で調節できるから大丈夫だと言い、終診した。しかし実際には本人に減酒する気はなく、通院を終わらせたかっただけだったようであり、その後も飲酒を続け、妻への暴言も続いていた。
　　昔から妻を見下し馬鹿にするような発言がみられていたとのことであるが、H27～28年頃より、妻のちょっとしたミスに対してすぐに「ボケてやがる」と言うようになり、外出先や人前でもかまわずに大きな声で妻を怒ったり足を踏んだりするようになった。妻へ対しての妄想も出現しており、「妻が娘に操られて、自分の財産をとろうとしている」と考え、妻の不在時にカバンやタンスを漁ったり、妻が長女宅へ行こうとすると目つきを変えて暴言を吐いたり、「家から締め出す」と脅す、包丁を突き付る等して阻止しようとする。金銭管理は自身で管理しているため、支出や貯蓄等の状況も家族は把握できていない。また、現在も車の運転を続けているが、今までに対人事故を起こしたこともあり、後ろのガラスが全壊した状態で走行しているところを
　警察から事情聴取されたこともある。本人は妻が認知症だと考えており、高齢者支援センターへ妻の相談をしている。一方で、自身も物忘れや日にちが曖昧になることの自覚もあり、自分も検査を受けてみてもよいという話もしているとのこと。
　　妻は本人の暴言から逃れるために時々長女宅へ行くことがあるが、本人は長女との関係性が悪く、1年以上会っていない。妻は夫の暴言や妄想により不眠になり、また「自分が死ねば楽になる」と話したり実際に橋から飛び込もうと川まで行ったりすることもある。本人の症状改善と妻のレスパイトのために入院治療の希望あり。
　　薬物療法と症状の改善目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。　

＜新入院患者様情報2＞
日　　時：令和3年10月28日　16:29
　氏　　名：小向　隆之様
　生年月日：昭和48年2月19日　48歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット15号室

　＜経過＞
　H15年頃から幻聴や周囲からの殺気、独語などがあり、同年9月よりかのはらクリニ
ックへ通院していた。統合失調症の診断にてリスペリドンが処方開始となる。幻覚妄想
状態は改善するが、手指振戦があり、アリピプラゾールへ変更となる。以降拒薬傾向と
なり、症状が悪化。「出家する」「東京へ行く」「狙われている」等と話し自宅から出
て行く事あり。一度は帰宅するが、本日また自宅からでて行方不明となっていた。外出
先にて不審に思われたことから警察通報されて、三沢警察署へ保護されている。警察官
付き添いにて本日当院初診。症状改善目的にてR3.10.28東Aユニットへ医療保護入院と
なる。

